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2007年５月１日（毎月1回1日発行） 第452号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事28名　監事3名　総代205名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００７年３月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

25,995世帯 
1,148,526,000円 

44,182円 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　木 村  朝次郎　　発行部数　22,000 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 
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こ
と
し
施
行
60
周

年
の
日
本
国
憲
法
は
、

約
９
割
の
人
が
「
平
和

と
発
展
に
貢
献
し
た
」

と
評
価
し
て
い
る
（読
売
調
査
）な

か
、
９
条
「
改
正
」
手
続
き
の
「国

民
投
票
法
案
」
成
立
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
一
般
世
論
も
専

門
家
の
公
聴
会
で
も
、
国
民
主
権

や
三
権
分
立
の
観
点
か
ら
、
慎
重

論
が
圧
倒
的
で
す
▼
現
憲
法
は
「押

し
つ
け
ら
れ
た
」
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
一
体
ど
ん
な
経
過
で
誕
生
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
戦
後
日
本
の

出
発
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
ふ
ま

え
、
再
び
侵
略
戦
争
は
し
な
い
。

民
主
主
義
と
基
本
的
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
日
本
に
す
る
た
め
に
、
新

し
い
憲
法
を
創
り
上
げ
る
こ
と
で

し
た
▼
と
こ
ろ
が
幣
原
内
閣
の
憲

法
担
当
・
松
本
烝
治
国
務
大
臣
の

示
し
た
試
案
は
、
天
皇
主
権
の
「明

治
憲
法
」
の
焼
き
直
し
で
、
民
主

主
義
と
は
程
遠
い
も
の
で
し
た
。

そ
れ
を
見
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
長
官

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（連
合
国
軍
総
司
令
部
）

に
作
成
を
指
示
し
た
こ
と
が
、
後

に
「
押
し
つ
け
」
に
さ
れ
た
の
で

す
▼
そ
の
時
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
「
手
本
」

と
し
た
の
が
、
昭
和
20
年
12
月

28
日
の
各
新
聞
が
報
道
し
た
『
憲

法
草
案
要
綱
』
で
し
た
。
現
在
で

は
当
然
す
ぎ
る
国
民
主
権
、
男
女

平
等
、
社
会
権
の
保
障
な
ど
画
期

的
な
内
容
で
し
た
▼
そ
れ
を
作
っ

た
の
が
、
戦
中
か
ら
古
今
東
西
の

憲
法
を
研
究
し
て
い
た
学
者
鈴
木

安
蔵（
83
年
没
79
歳
）と
民
間
の

憲
法
研
究
会
で
し
た
▼
こ
の
事
実

を
い
ま
の
若
者
記
者
（主
演
・
田

丸
麻
紀
）が
追
跡
調
査
す
る
姿
を

ド
ラ
マ
化
し
た
の
が
映
画
『
日
本

の
青
空
』
で
す
。
こ
の
際
、
み
ん

な
で
見
て
、
憲
法
の
尊
さ
を
じ
っ

く
り
考
え
あ
い
ま
し
ょ
う
。
（木
） 

あぜ道 あぜ道 

 私たちのくらしの中で、微笑、苦笑、爆笑など様々な笑いがあります。ユーモアのある笑顔は互いの心を和ませます。 

　
利
根
保
健
生
協
で
は
、
今
年
も
4
月
7
日
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
デ
ー
を
中

心
に
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

　
7
日
と
１０
日
に
沼
田
中
、
沼
田
南
、
昭
和
東
・
南
の
4
支
部
が
3
ヵ
所
で

血
圧
測
定
1
1
0
人
、
体
脂
肪
測
定
1
0
7
人
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
の
行

動
に
は
、
組
合
員
と
職
員
延
べ
２３
人
参
加
し
て
対
応
し
ま
し
た
。
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WHO世界保健デー 
　
沼
田
南
支
部
は
「
サ
ン
モ
ー
ル

鍛
冶
町
店
」
前
で
。
「利
根
の
保

健
」と
一
緒
に
「
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
の
お
知
ら
せ
を
し

て
、
ご
近
所
の
組
合
員
さ
ん
へ
の

役
員
さ
ん
の
呼
び
か
け
等
も
あ
っ

た
の
で
、
班
会
等
で
活
用
し
て
い

る
「
健
康
手
帳
」
持
参
の
人
た
ち

が
何
人
も
い
ま
し
た
。
　
　 

　
昭
和
東
・
南
の
支
部
は
、
合
同

で
年
に
５
、６
回
「昭
和
の
湯
」で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
続
け
て
い
る
の

で
顔
な
じ
み
の
方
も
多
く
、
こ
の

日
も
「い
つ
も
健
康
手
帳
を
一
緒

に
持
っ
て
き
て
る
ん
だ
よ
」
と
い

う
人
。
「一
杯
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
け

ど
、
体
脂
肪
も
測
っ
て
く
れ
」な

ど
と
い
う
人
も
い
て
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
沼
田
中
支
部
は
例
年
の
「
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
21
」の
３
階
通
路
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。
買
い
物
客
が
多

く
、
足
早
に
通
る
方
も
い
ま
し
た

が
、
血
圧
を
測
り
な
が
ら
「
ど
こ

の
団
体
が
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」

「
利
根
中
央
病
院
で
毎
年
や
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
」
「と
て
も
良
い

こ
と
で
す
よ
ね
。
今
後
も
ぜ
ひ
や

っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う
会
話
も

あ
り
、「
思
っ
た
よ
り
も
多
く
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
出
来
た
」と
綿

貫
支
部
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
「よ
い
医
療
、
よ
い
看
護
」
が

求
め
ら
れ
る
な
か
、
全
国
的
に
看

護
師
不
足
が
深
刻
で
す
。
こ
れ
を

「
７
対
１
」
に
改
善
し
て
、
「も

っ
と
安
全
な
看
護
が
し
た
い
」
「も

っ
と
患
者
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る

看
護
を
」
な
ど
の
改
善
運
動
が
全

国
的
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
利
根
中
央
病
院
の
入
院

看
護
基
準
は
、
三
交
替
で
患
者

10
人
に
看
護
師
１
人
の
「
10
対

１
」
の
看
護
体
制
で
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
基
準
で
も
夜
間

は
体
制
が
ど
う
し
て
も
手
薄
に
な

り
不
十
分
で
す
。
特
に
夜
間
は

２
、
３
人
の
看
護
師
で
40
人
の

患
者
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
　 

　
今
回
利
根
中
央
病
院
で
も
、
こ

の
上
の
「
７
対
１
」
の
看
護
体
制

を
取
得
す
る
た
め
に
看
護
師
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
、
家
族
や
知

人
に
看
護
師
や
看
護
学
生
が
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。 

　
紹
介
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
利

根
中
央
病
院
看
護
部
長
ま
た
は
総

務
課
ま
で
（
☎
22
４
３
２
１
） 
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「
と
て
も
良
い
こ
と
で
す
よ
ね
」 

『
　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』 

217
人 

新
治「
豊
楽
館
」で 

　
　
　
５
月
15
日
に 

安
心
・
安
全
な
看
護 

患
者
満
足
度
の
向
上
め
ざ
し 

　
新
治
支
部
は
、
５
月
15
日
（火
）

午
前
中
の
９
時
〜
12
時
ま
で
、

新
治
の
た
く
み
の
里
で
血
圧
と
体

脂
肪
測
定
の
「
ま
ち
か
ど
健
康
チ

ェ
ッ
ク
」
を
お
こ
な
い
ま
す
。
組

合
員
の
皆
さ
ま
も
一
寸
寄
っ
て
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
４
・
７
世
界
保
健
デ
ー 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
関
）で
は

創
立
さ
れ
た
１
９
４
８
年
４
月
７

日
を
記
念
し
て
、
世
界
の
加
盟
国

に
毎
年
こ
の
日
に
、
国
民
の
健
康

に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る
諸
行

事
を
お
こ
な
う
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。 

　
病
気
に
な
っ
た
り
、
障
害
が
残
っ
た
な
ど
で
、

そ
の
後
の
生
活
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
現
在
、

利
根
中
央
病
院
「
相
談
支
援
室
」
で
は
３
人
の

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
医
療
や
介
護

等
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、 

①
医
療
費
や
病
気
で
収
入
が
減
り
生
活
費
が
心

配
な
時
。 

②
介
護
保
険
や
障
害
年
金
・
手
帳
申
請
、
生
活

保
護
な
ど
の
各
制
度
の
説
明
や
紹
介
。 

③
退
院
後
の
生
活
や
介
護
な
ど
で
心
配
・
不
安

が
あ
る
時
。 

④
退
院
後
利
用
で
き
る
施
設
や
病
院
の
紹
介
。

　
ま
た
、
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」

と
し
て
、
が
ん
に
関
す
る
相
談
、
医
療
機
関
の

紹
介
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

医療費、介護、年金など 
「相談支援室」 

看護師 
募 集 

午前中のウォーキングカンファレンス 
をする4人の看護師 

第31回 
通常総代会 

　
こ
の
３
月
末
を
も
っ
て
２
０
０
６
年
度
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
当
生
協
定
款
49
条
に
も
と
づ
き
第
31
回
通
常
総
代

会
を
以
下
の
通
り
行
い
ま
す
。 

　
日
時
　
２
０
０
７
年
５
月
25
日
（金
）
午
前
９
時
30
分
開
会 

　
場
所
　
利
根
沼
田
文
化
会
館
　
小
ホ
ー
ル 

利
根
保
健
生
活
協
同
組
合
　
　
　 

　
　
総
代
各
位
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
金
井
　
和
夫
　 

ま
ち 

か
ど 

沼
田
南
支
部（
サ
ン
モ
ー
ル
鍛
冶
町
店
） 

昭
和
東
・
南
支
部
（昭
和
の
湯
） 

沼
田
中
支
部
（グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
） 



 

「笑い」は、人間にしか出来ないもの。爆笑等には「運動」したときと同じような効果があると考えられています。 

2007年５月１日（毎月1回1日発行） 第452号　（２） 利 根 の 保 健  

〈
沼
田
西
支
部
〉 

高
柳
ミ
ツ
イ 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

中
村
　
　
晃 

〈
池
田
支
部
〉 

齋
藤
い
く
子 

高
橋
　
　
弘 

〈
利
根
北
支
部
〉 

青
木
　
雄
二 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

倉
沢
　
正
一 

〈
新
治
支
部
〉 

下
條
　
静
子 

原
沢
　
玲
子 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

星
野
　
佳
一 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

千
木
　
良
勇 

〈
高
山
支
部
〉 

大
畑
　
敏
雄 

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　（
4780
口
以
上
） 

田
中
百
合
子 

　（
2880
口
以
上
） 

田
村
　
壮
一 

　（
1160
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　（
970
口
以
上
） 

入
沢
　
又
一 

　（
190
口
以
上
） 

横
坂
佐
太
郎 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

永
井
　
羊
一 

　（
50
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
昇 

〈
沼
田
南
支
部
〉 

　（
170
口
以
上
） 

深
代
　
徳
善 

　（
50
口
以
上
） 

土
屋
　
健
伍 

〈
沼
田
北
支
部
〉 

　（
260
口
以
上
） 

池
田
　
　
清 

　（
180
口
以
上
） 

斉
藤
　
圭
司 

　（
100
口
以
上
） 

金
子
栄
三
郎 

　（
40
口
以
上
） 

小
林
　
常
治 

〈
利
南
支
部
〉 

　（
40
口
以
上
） 

中
村
　
美
鳥 

　（
20
口
以
上
） 

宮
本
　
秀
夫 

〈
池
田
支
部
〉 

　（
20
口
以
上
） 

角
田
　
　
清 

〈
薄
根
支
部
〉 

　（
210
口
以
上
） 

小
柴
　
　
務 

　（
120
口
以
上
） 

岩
田
　
弘
司 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　（
1150
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　（
550
口
以
上
） 

金
子
喜
一
郎 

　（
120
口
以
上
） 

加
納
　
与
作 

　（
90
口
以
上
） 

星
野
　
青
三 

　（
30
口
以
上
） 

星
野
　
卓
蔵 

〈
片
品
支
部
〉 

　（
1730
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　（
260
口
以
上
） 

高
橋
　
安
次 

星
野
　
　
進 

　（
170
口
以
上
） 

笠
原
　
喜
八 

　（
100
口
以
上
） 

戸
丸
　
　
幸 

　（
60
口
以
上
） 

星
野
　
太
郎 

星
野
　
侃
三 

　（
40
口
以
上
） 

須
藤
　
文
一 

　（
30
口
以
上
） 

星
野
　
吉
弥 

　（
20
口
以
上
） 

柿
崎
良
四
郎 

今
井
　
　
功 

〈
川
場
支
部
〉 

　（
480
口
以
上
） 

小
林
　
文
夫 

　（
110
口
以
上
） 

戸
部
　
高
雄 

　（
90
口
以
上
） 

戸
丸
謙
次
郎 

　（
70
口
以
上
） 

宮
田
　
和
昌 

　（
40
口
以
上
） 

横
坂
喜
重
郎 

　（
30
口
以
上
） 

横
坂
　
　
操 

　（
20
口
以
上
） 

川
田
三
代
治 

　（
10
口
以
上
） 

宮
内
　
和
雄 

外
山
登
喜
治 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　（
330
口
以
上
） 

尾
崎
　
孝
男 

　（
100
口
以
上
） 

渋
谷
　
正
誼 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　（
1520
口
以
上
） 

林
　
　
郁
次 

　（
1470
口
以
上
） 

丸
山
　
　
功 

　（
750
口
以
上
） 

本
多
　
　
清 

　（
170
口
以
上
） 

阿
部
　
雪
夫 

　（
110
口
以
上
） 

丸
山
　
　
正 

　（
90
口
以
上
） 

桑
原
　
と
り 

　（
80
口
以
上
） 

桑
原
　
和
明 

　（
70
口
以
上
） 

石
田
　
武
男 

鈴
木
　
昭
子 

　（
60
口
以
上
） 

原
沢
　
久
二 

　（
40
口
以
上
） 

林
　
安
三
郎 

倉
澤
　
　
勧 

　（
20
口
以
上
） 

山
岸
　
公
明 

青
木
　
妙
純 

　（
10
口
以
上
） 

原
沢
　
　
勇 

〈
水
上
支
部
〉 

　（
400
口
以
上
） 

穂
苅
タ
ツ
ノ 

　（
190
口
以
上
） 

武
田
　
芳
治 

　（
150
口
以
上
） 

森
　
　
秀
雄 

　（
50
口
以
上
） 

増
子
　
英
夫 

〈
新
治
支
部
〉 

　（
1960
口
以
上
） 

田
村
　
久
雄 

　（
610
口
以
上
） 

林
　
　
利
雄 

　（
410
口
以
上
） 

笛
木
し
づ
江 

　（
260
口
以
上
） 

小
林
太
一
郎 

　（
200
口
以
上
） 

山
岸
タ
ツ
子 

　（
180
口
以
上
） 

大
川
　
善
夫 

　（
170
口
以
上
） 

小
池
　
幸
一 

　（
150
口
以
上
） 

田
村
　
照
代 

　（
130
口
以
上
） 

神
保
　
二
郎 

　（
110
口
以
上
） 

三
浦
　
克
郎 

　（
100
口
以
上
） 

籾
山
　
隆
志 

　（
90
口
以
上
） 

田
村
　
全
男 

　（
80
口
以
上
） 

岡
田
作
太
夫 

　（
60
口
以
上
） 

見
城
　
武
雄 

　（
50
口
以
上
） 

河
合
　
治
夫 

水
野
　
浩
充 

　（
40
口
以
上
） 

山
口
吉
太
郎 

河
合
　
　
毅 

高
橋
喜
太
郎 

小
林
　
助
治 

河
合
　
　
斎 

木
内
　
兼
男 

　（
30
口
以
上
） 

田
村
　
　
登 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　（
30
口
以
上
） 

堤
　
久
二
男 

〈
高
山
支
部
〉 

　（
80
口
以
上
） 

五
嶌
弘
次
郎 

　（
10
口
以
上
） 

野
上
　
福
治 

よ
う 

 

こ
そ 

3
月
の 

新
加
入
者 

新
し
い
仲
間 

▼
3
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
二
五
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

3
月
分 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
3
月
の
増
資
は
七
二
八
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
九
十
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 （
敬
称
略
） 

������
������
������
������
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デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
は
、
成
人
で
定
期
的
に
予
防
処

置
や
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

て
い
る
方
が
65
〜
75
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
最
大
の
理
由
は
歯
周

病
で
歯
を
失
わ
な
い
た
め
に
は
、

定
期
的
点
検
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は

欠
か
せ
な
い
と
い
う
常
識
が
定
着

し
て
い
る
か
ら
で
す
。 

  

日
本
で
は
一
年
間
に
歯
科
を
受

診
し
て
い
る
比
率
は
35
％
程
度
、

そ
れ
も
痛
み
な
ど
不
都
合
が
出
て

か
ら
の
受
診
が
多
い
よ
う
で
す
。

今
後
も
ま
す
ま
す
成
人
対
象
の
各

種
健
診
に
歯
科
検
診
や
指
導
・
相

談
を
加
え
る
こ
と
や
「
有
事
」
の

歯
科
受
診
か
ら
歯
の
健
康
管
理
の

た
め
の
歯
科
受
診
に
か
え
て
ゆ
く

必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
般
医
療
は

基
本
的
に
無
料
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
も
わ
ず
か
な
自
己
負
担
で
受
診

で
き
ま
す
。
し
か
し
デ
ン
マ
ー
ク

で
は
歯
科
治
療
費
の
約
80
％
が

自
己
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
も
、
冠
や
入
れ
歯
は
保
険
外
で

す
。
日
本
で
は
処
置
内
容
に
か
か

わ
ら
ず
自
己
負
担
率
は
基
本
的
に

は
30
％
で
す
。
保
険
で
義
歯
や

冠
が
自
己
負
担
率
も
他
の
治
療
と

同
じ
と
い
う
世
界
で
も
珍
し
い
国

な
の
で
す
。 

　
た
だ
し
、
針
金
を
曲
げ
た
バ
ネ

の
つ
い
た
合
成
樹
脂
製
の
日
本
の

保
険
義
歯
を
見
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
歯
科
医
師
は
「
こ
れ
は
仮
の
入

れ
歯
で
す
ね
。
め
っ
た
に
作
る
こ

と
は
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
入
れ
歯
や
冠
を
自
己
負
担
が
少

な
く
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
良
い
こ

と
で
す
が
、
入
れ
歯
や
冠
の
値
段

が
あ
ま
り
に
も
低
く
、
現
在
の
歯

科
医
学
の
成
果
を
反
映
し
た
治
療

内
容
か
ら
程
遠
い
日
本
の
保
険
治

療
を
「
経
済
大
国
」
に
ふ
さ
わ
し

い
世
界
水
準
に
改
善
し
て
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

利
根
歯
科
診
療
所
長  

原
田
　
富
夫 

北
欧
歯
科
事
情 

② 

　
新
年
度
４
月
２
日
、
医
師
15 

人
、
研
修
医
３
人
、
看
護
師
18

人
、
医
療
技
術
系
11
人
、
事
務
・

准
看
生
徒
・
調
理
員
な
ど
13
人

の
新
入
職
員
60
人
を
迎
え
「
入

協
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
金
井
理
事
長
は
「
私
た
ち
生
協

の
大
き
な
柱
は
組
合
員
と
の
協
同

で
『
医
療
を
守
る
、
健
康
の
増
進

を
は
か
る
』
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
新
病
院
づ
く
り
が
課
題
。
若

い
皆
さ
ん
を
迎
え
た
中
で
、
こ
れ

を
達
成
し
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
都
築
病
院
長
を
始
め
各
事
業

所
代
表
か
ら
も
歓
迎
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
各
人
に
辞
令
が
手
渡

さ
れ
た
後
、
新
入
職
員
を
代
表
し

て
事
務
員
の
狩
野
義
行
さ
ん
が

「
生
協
職
員
の
一
員
と
な
り
ま
し

た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
様
々
大

変
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
新
入
職
員
同
士
切
磋
琢
磨

し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
」
。
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
新
入
職
員

研
修
を
終
え
た
後
、
各
職
場
に
配

属
さ
れ
ま
し
た
。 

　
県
北
唯
一
の
「
臨
床
研
修
指
定

病
院
」
の
利
根
中
央
病
院
は
、
今

年
度
新
た
に
３
人
の
研
修
医
を
迎

え
、
現
在
６
人
が
研
修
中
で
す
。

３
人
の
先
生
に
抱
負
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
後
、
地
域
の
医
療
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
出
来
る
よ
う
、
組
合

員
、
患
者
の
皆
さ
ん
の
ご
援
助
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
は
じ
め
ま
し
て
、
４
月
か
ら
外

科
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
出
身
地
、
新
潟
を
離
れ
る
の

は
初
め
て
で
す
。
雪
国
育
ち
で
す

が
沼
田
の
寒
さ
に
お
の
の
い
て
い

ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
四
月
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
こ
の
二
年

間
で
、
医
師
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
と
休

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
充
実
し

た
研
修
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。 

　
今
年
岩
手
県
の
大
学
を
卒
業

し
、
初
期
研
修
一
年
目
と
し
て
お

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
ど
ん
ど

ん
質
問
し
て
覚
え
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
４
月
20
日
、沼
田

公
園
で
「老
健
と
ね
」

の
利
用
者
の
皆
さ
ん
26
人
の
「
花

見
の
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
は
、
４
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
の
協
力
を
含
め
15
人

が
あ
た
り
ま
し
た
。

　
山
沿
い
で
は
前

日
ま
で
雪
が
ち
ら

つ
い
て
い
ま
し
た
が
、

う
っ
て
変
わ
っ
て

「
お
花
見
日
和
」。 

　
園
内
の
散
歩
や

「
春
が
来
た
」「
花
咲

く
丘
」
な
ど
の
歌

を
唄
い
通
り
が
か

り
の
人
か
ら
「
皆

さ
ん
、
い
い
お
顔

を
し
て
い
ま
す
ね
」

と
声
が
か
か
り
ま

し
た
。 

　
４
月
19
日
、
第
６
回
利
用
委
員

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
各
利
用
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

の
中
で
利
用
者
の
声
と
し
て
多
い

「
利
根
中
央
病
院
の
患
者
送
迎
」
に

つ
い
て
の
意
見
で
は
、
「い
ま
行
わ

れ
て
い
る
の
は
、
透
析
患
者
会
で
自

主
運
行
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
ま

た
、
老
健
と
ね
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
の
制
度

の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
利
根
中
央
病
院
と
し
て
は
、

地
域
の
申
し
合
わ
せ
も
あ
り
実
施
出

来
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
、
高
齢
者
な
ど
の
足
の
確
保

対
策
で
は
、
だ
れ
で
も
安
心
し
て
く

ら
し
つ
づ
け
ら
れ
る
地
域
運
動
の
一

つ
と
し
て
、
沼
田
市
内
で
運
行
し
て

い
る
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
な
ど
の
充

実
を
各
自
治
体
に
要
請
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
話
し
合

い
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
日
頃
外
出
の
機
会
が
少
な
い
利

用
者
様
に
と
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
る
だ
け

で
と
て
も
よ
い
刺
激
に
な
り
、
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。 

　
日
常
的
に
談
話
や
お
茶
出
し
な

ど
に
関
わ
れ
る
方
、
施
設
行
事
の

お
花
見
会
や
餅
つ
き
会
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
を
幅
広
く
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
「週
に
一
度
」

「
一
日
一
時
間
」
で
も
大
歓
迎
で

す
。
み
な
さ
ん
の
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。 

　
詳
し
く
は
老
人
保
健
施
設
と
ね

　
☎
22
８
８
５
５
五
十
嵐
ま
で
。 
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フレッシュな６０人 
健康増進に医療の守り手 

研
修
医
３
人
の
抱
負
 

後期研修医 

一年目研修医 一年目研修医 

利
用
委
員
会
報
告
 

患
者
の
送
迎
問
題
 

あ
な
た
も
老
健
の 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に 

映画 

大澤　豊 監督作品 

と　き：6月15日(金）2回上映 
①昼2時30分～  ②夜6時30分～  各30分前開場 

ところ：利根沼田文化会館大ホール 
入場料：前売 一般1100円（当日1300円） 
　　　　　　　小・中・高生800円 

日本国憲法誕生の真相 いま明らかに！ 
　８月15日、長い戦争が終わり、あの青空は希望の

はじまりだった。雑誌編集部の沙也可（田丸麻紀）は、

特集企画の「日本国憲法誕生の原点を問う！」で、憲

法学者・鈴木安蔵の取材を進める。 

出演：高橋和也、藤谷美紀、加藤剛ほか 

◎前売り券は組織課で扱っています 

主催：利根沼田上映実行委員会　TEL（22）2300

花見でいい笑顔 老健とね 

入 協 式 

岩 城 孝 和 

徳 江 　 彩 島 村 元 章 



2007年５月１日（毎月1回1日発行） 第452号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 

材木町１ 
材木町２ 
材木町６ 
材木町11 
材木町11 
東原新町3-2 
東原新町3-3 
東原新町3-6 
東原新町4-1 
東原新町4-2 
東原新町5-3 
東原新町10-2 
東原新町13 
東原新町13 
西原新町合同班 
西原新町11 
上原町合同班 
上原町9-2 
西倉内町８ 
榛名町1-2 
榛名町３ 
榛名町8-4 
榛名町8-2 
鍛冶町10 
鍛冶町５ 
鍛冶町６ 
鍛冶町９ 
桜町１ 
桜町３ 
桜町４ 
桜町６ 
上久屋町馬場 
沼須町合同班 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
岡谷町西部１ 
東町田 
恩田町合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
下川田町中谷 
下川田町関口 
下川田町梅木 
下川田町笠 
尾合上 
生枝合同班 
大原下宿１ 
平原２ 
伊香原上 
大楊１ 
大楊２ 
大楊３ 
大楊４ 
大楊５ 
二本松１ 
二本松２ 
二本松４ 
御座入合同班 
中野 
上河原東 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
下牧原の中 
月夜野町組１ 
月夜野町組2-2 
須川十二河原 
須川坂下 
布施河原上 
布施河原下 
糸井中宿 
入原１ 
入原中 
入原上 
入原清水 
永井中合同班 
永井合同班 
判形前原 
中山新田上組１ 
中山新田上組２ 
中山新田下宿 
中山新田清水谷 
中山新田鳥居 
いこいの家 
民商 
１階北 

顔の筋肉を動かす笑いは、「快い感情」が脳に伝わり、副作用のない「最良の薬」です。 

「インパール作戦下 
　　  アメーバ赤痢に」 

みなかみ町下牧　 

 山 田 千 秋 （93歳） 

戦争体験記 

　
大
正
３
年
２
月
に
、
養
蚕
中
心

の
大
農
家
の
後
継
ぎ
と
し
て
育
っ

た
私
は
、
昭
和
16
年
８
月
、
高

崎
の
東
部
38
部
隊
に
第
一
補
充

兵
で
入
隊
し
た
時
は
、
病
弱
の
父

と
子
供
４
人
を
妻
に
託
し
て
の
出

征
だ
っ
た
。 

　
相
馬
ヶ
原
で
３
ヶ
月
の
検
閲
が

終
わ
っ
て
除
隊
。
農
作
業
に
精
を

出
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
翌
年
、
稲

刈
り
を
目
前
に
再
び
召
集
令
状
が

来
た
。
間
も
な
く
ビ
ル
マ
（
現
ミ

ャ
ン
マ
ー
）
派
遣
軍
に
編
入
さ
れ

て
師
走
に
広
島
の
宇
品
港
を
出

航
。
台
湾
、
サ
イ
ゴ
ン
経
由
で
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
い
た
の
は
18

年
の
１
月
中
旬
だ
っ
た
。 

　
輸
送
船
の
手
配
が
つ
か
ず
、
一

ヶ
月
間
英
国
人
の
別
荘
周
辺
に
待

機
。
雨
季
と
二
分
し
て
い
る
こ
の

季
節
は
水
不
足
が
深
刻
だ
っ
た
。

短
時
間
毎
日
く
る
ス
コ
ー
ル
は
、

汗
や
土
ぼ
こ
り
で
汚
れ
き
っ
た
衣

類
や
体
を
洗
っ
た
り
、
炊
事
に
使

え
て
、
と
て
も
助
か
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
船
団
で
一
週
間
か
か

っ
て
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
上

陸
し
、
汽
車
で
シ
ャ
ン
高
原
に
向

か
っ
た
。
軍
の
師
団
司
令
部
が
あ

る
カ
ロ
ー
を
経
て
、
我
が
部
隊
は

ア
ン
パ
ン
に
到
着
。
豊
富
な
竹
で

作
っ
た
小
舎
に
身
を
お
い
て
３
ヶ

月
間
、
山
間
地
で
実
戦
に
備
え
て

き
び
し
い
教
育
を
受
け
た
。 

　
そ
の
後
三
月
ほ
ど
か
か
っ
て
移

動
し
た
モ
ニ
ア
で
ア
メ
ー
バ
赤
痢

が
発
生
し
、
私
も
そ
れ
に
か
か
っ

た
が
、
そ
の
時
は
し
ば
ら
く
し
て

お
さ
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
拠
点
と

な
る
ド
ー
ラ
ン
に
到
着
し
た
の
は

12
月
中
頃
だ
っ
た
。
駐
屯
し
て

数
日
後
の
「
将
校
斥
候
」
に
初
年

兵
の
私
も
初
参
加
し
た
。
夜
間
い

く
つ
も
の
谷
や
山
を
越
え
た
坂
の

上
り
口
で
突
然
遭
遇
し
た
敵
軍
と

撃
ち
合
い
に
な
り
、
先
頭
の
安
田

兵
長
が
即
死
し
た
が
、
あ
と
の
者

は
無
事
だ
っ
た
。 

　
昭
和
19
年
早
々
の
戦
闘
で
私

も
右
掌
の
貫
通
と
肩
を
負
傷
し

た
。
そ
の
時
、
右
足
に
大
怪
我
を

負
っ
た
前
橋
出
身
の
近
藤
少
尉
の

付
添
い
を
任
じ
ら
れ
シ
ャ
ン
高
原

の
野
戦
病
院
へ
送
ら
れ
た
。
ち
ょ

う
ど
桜
が
見
頃
の
時
期
、
初
め
て

ひ
と
月
ほ
ど
の
休
養
が
と
れ
た
。 

　
３
月
過
ぎ
か
ら
歴
史
に
残
る
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
が
始
ま
っ
た
。
北

は
弘
前
や
仙
台
、
南
は
九
州
な
ど

か
ら
５
個
師
団
も
の
兵
員
を
結
集

し
て
日
を
追
っ
て
激
戦
と
な
っ
て

い
っ
た
。 

　
ひ
と
足
遅
れ
で
、
療
養
上
り
の

私
も
戦
闘
軍
を
懸
命
に
追
う
途
中

で
再
び
ア
メ
ー
バ
赤
痢
に
か
か

り
、
５
、
６
分
ご
と
に
血
便
が
出

る
始
末
で
、
身
動
き
が
と
れ
ず
困

り
果
て
て
い
た
。
幸
い
に
も
生
き

残
り
の
負
傷
兵
の
集
団
が
き
て
助

け
ら
れ
た
。
雨
季
に
な
る
と
不
衛

生
と
栄
養
失
調
の
た
め
、
ア
メ
ー

バ
赤
痢
が
集
団
発
生
し
、
便
所
の

穴
の
そ
ば
を
離
れ
ら
れ
な
い
惨
め

な
姿
を
さ
ら
し
て
死
ぬ
者
が
多
か

っ
た
。 

　
そ
の
後
、
生
き
残
っ
た
中
心
部

隊
が
急
転
進
し
た
た
め
、
私
ど
も

10
人
ほ
ど
が
取
り
残
さ
れ
た
。

イ
ラ
ワ
ジ
河
畔
に
い
た
時
、
急
に

迫
っ
て
き
た
戦
車
に
攻
め
立
て
ら

れ
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
草
薮
に
逃

げ
込
ん
だ
。
こ
の
時
半
数
は
戦
死

し
た
。
昭
和
20
年
２
月
11
日
の

紀
元
節
で
あ
っ
た
。 

　
そ
の
後
、
生
き
残
っ
た
兵
隊

が
、
40
日
も
か
か
っ
て
山
野
を

越
え
て
ダ
ン
ビ
ザ
ヤ
に
着
き
、
敵

上
陸
に
備
え
て
海
岸
近
く
で
壕
堀

り
作
業
中
、
終
戦
日
を
迎
え
た
。 

　
そ
し
て
英
軍
捕
虜
と
な
り
泰
面

鉄
道
で
ナ
コ
ン
バ
ト
ン
に
移
り
、

物
資
運
び
等
の
労
役
に
つ
い
た
。 

　
そ
の
翌
年
６
月
、
田
植
え
の
最

中
に
復
員
し
た
と
こ
ろ
、
父
と
幼

児
２
人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。 

　
６
万
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
を
省
み
る
と
、
英

印
軍
と
の
力
の
差
も
考
え
ず
、
我

が
軍
は
何
と
無
謀
な
作
戦
を
立
て

た
も
の
か
。
空
か
ら
の
支
援
が
全

く
な
い
た
め
、
唯
々
、
撤
退
す
る

だ
け
だ
っ
た
。
私
も
ア
メ
ー
バ
赤

痢
に
か
か
ら
ず
激
戦
地
帯
に
突
入

し
て
い
た
ら
、
と
て
も
生
き
て
は

帰
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

大腸がんチェック、尿チェック 
大腸がんチェック、尿チェック 
介護保険の話 
すい臓の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
介護保険の話 
認知症の話、サリバスターチェック 
介護保険の話 
認知症の話、サリバスターチェック 
介護保険の話 
介護保険の話 
お口の中の健康 
腎臓病の話 
腎臓病の話 
腎臓病の話 
腎臓病の話 
脳卒中予防の話 
脳卒中予防の話 
脳卒中予防の話 
脳卒中予防の話 
記憶力増進、転倒予防体操 
記憶力増進、転倒予防体操 
記憶力増進、転倒予防体操 
記憶力増進、転倒予防体操 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
年間計画 
カムカム健康法 
骨密度測定 
年間計画、尿チェック 
骨密度測定、みそ汁塩分測定 
ボケの話、記憶力増進 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
年間計画、骨密度測定 
年間計画、骨密度測定 
年間計画、骨密度測定 
年間計画、骨密度測定 
脳梗塞、心筋梗塞の話 
体脂肪測定 
笑み筋体操 
血圧測定 
血圧測定 
血圧測定 
血圧測定 
血圧測定 
血圧測定 
血圧測定 
コレステロールの話 
コレステロールの話 
コレステロールの話 
24時間蓄尿塩分測定結果報告 
骨密度測定 
体脂肪測定、みそ汁塩分測定 
骨密度測定 
骨密度測定 
ボケ予防の話、体脂肪測定 
骨密度測定 
骨密度測定 
記憶力増進班会 
記憶力増進班会 
カムカム健康法、尿チェック 
カムカム健康法、尿チェック 
年間計画 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
転倒予防体操 
お日まち班会 
若さを保つための健康法 
若さを保つための健康法 
若さを保つための健康法 
若さを保つための健康法 
若さを保つための健康法 
健康チェック 
健診結果報告 
禁煙の話 
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沼田東
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沼田中 
沼田西 
 
 
 
沼田南 
 
 
 
沼田北 
 
 
 
利　南 
 
 
 
池　田 
薄　根 
 
川　田 
 
 
 
 
 
白　沢 
 
利根北 
 
 
 
 
 
 
 
利根南 
 
 
片　品 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
月夜野西 
 
新　治 
 
 
 
昭和東 
昭和南 
 
 
 
 
 
高　山 
 
 
 
 
 
職域・他 
 
病棟・他 

小野　のぶ 
大谷　好子 
遠藤　一郎 
小林永久子 
小林永久子 
児玉　洋明 
諸田　忠造 
小田切きよ乃 
田中　順子 
宮田たつ乃 
高橋　道子 
桑原　和子 
雲越　タカ 
雲越　タカ 
佐藤　長次 
得能　淑子 
生方　輝房 
星野フジ子 
坂大　徳江 
戸部　大吉 
金子　恭子 
宮内はつ枝 
金子　くら 
馬場半次郎 
下　　ろく 
竹村　健一 
小泉　禎三 
花山　とき 
登坂　悦子 
生方　行子 
飯島　錦子 
織田沢澄世 
角田　健吉 
 
星野　早苗 
牧野　一江 
桑原　信子 
穂苅　勝代 
茂木　チヨ 
生方志づ子 
吉田　昌子 
塩野　豊栄 
吉田　宇太 
塩野　英子 
角田　梅子 
中村　節枝 
星野　一重 
小林　　均 
安立　　孝 
金子　初雄 
金子美知雄 
金子喜一郎 
金子　利夫 
金子　英雄 
佐々木美恵子 
 
湯本　昌江 
桑原藤太郎 
小野里まさ代 
山浦　和喜 
阿部　タカ 
渋谷　典子 
山田八重子 
片野ユミ子 
丸山　　功 
田村　照代 
阿部　由子 
河合　正子 
佐藤　アヤ 
須藤　澄子 
堤　　みゑ 
諸田　邦男 
茂木　洋子 
諸田　洋子 
山口ゆわ子 
諸田はま江 
木村千代子 
唐沢　　敏 
奈良　哲男 
林　利喜夫 
阿部　克博 
平形　勝義 
奥木　　茂 
 
西畠みどり 

８４回 総  計 ４０８人 

3月班会開催一覧 

せ ん　 しゅう 

沼田東支部　上原合同班（血管年齢チェック） 
　「血圧も良いですね」。血管年齢チェックもみんな
が年齢相応で「あ～良かった」とひと安心でした。 
　貧血と低血圧の違いも学びました 

群馬農民連　女性部総会（転倒予防体操） 
　栄養のバランスも大切だけど、筋力のバランスも
大事！元気なうちからしっかり体を動かして、みん
なで「転ばない体づくり」をしましょうね♪ 

沼田民商（メタボリックシンドロームの学習会） 
　小内Drの説明に「このお腹周りじゃヤバイな」と聞きいる
会員さん。健診の結果返しでは「要再検査」の人が多ったけど、
「頑張ってお酒を控えたからγGTPの値が良くなっていますね」
と改善した人もいました。 

川場支部　中野班（血管年齢チェック） 
　血管年齢をチェックしました。笑顔はこん
なに若いのに、血管はちょっと高齢ぎみ。食
生活の改善と適度な運度を頑張って若返るぞ！！ 

新治　谷地・宮原班（指圧とマッサージ） 
　20年ぶりの班会で膝のマッサージを実習中。「や
ったほうだけ温まってきたよ」と盛り上がりました。
指圧の指導でも「これなら自分でもできる」「こう
いう班会、またやりたいね」と感想がありました☆ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

　
４
月
15
日
（日
）、

み
な
か
み
町
月
夜
野
勤

労
者
協
議
会
の
学
習
会

で
、
当
院
外
科
の
中
島

弘
樹
先
生
が
講
演
を
し

ま
し
た
。 

　
乳
が
ん
の
早
期
発
見

は
、
触
診
の
検
診
で
は

な
く
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
等
の
診
断
検
診

と
、
月
１
回
の
自
己
チ

ェ
ッ
ク
等
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
「
検
診
を
受

け
る
間
隔
は
」
「
触
診
で
わ
か
る
大
き
さ
に
な

る
に
は
」
等
の
質
問
に
、
「
毎
年
受
け
る
の
が

ベ
ス
ト
」「
６
ミ
リ
程
度
に
な
る
の
に
約
10
年
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。 

乳がん 
予防 

画像診断の検診と 
月１、２回の自己チェック 
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語
り
べ
の
里
の
訛
り
を
聞
き
を
れ
ば
い
ろ
り
の
温
も
り

昔
恋
し
き 

 

暮
る
る
に
は
間
あ
る
皇
居
の
濠
に
浮
く
鴨
は
水
面
の
花

明
か
り
の
中 

 

暖
冬
と
喜
び
た
り
し
も
温
暖
化
の
広
が
る
将
来
不
安
に

お
そ
は
る 

 

風
に
揺
れ
桜
花
び
ら
舞
い
落
ち
る
瞳
き
ら
め
く
幼
子
の

手
に 

 

世
界
中
の
誰
れ
も
が
望
む
こ
と
一
つ
そ
れ
は
「
平
和
」

と
孫
ら
に
話
す 

 

９
条
は
守
る
も
の
な
ら
壊
す
な
と
ア
ジ
ア
の
歴
史
日
本

に
諭
す 

 

リ
ハ
ビ
リ
に
躰
い
た
わ
り
八
十
路
坂
今
日
の
春
日
の
新

聞
配
る 

 

雪
溶
け
の
川
の
瀬
音
の
と
ど
ろ
き
て
淵
に
生
い
た
る
山

吹
ゆ
ら
ぐ 

 

こ
ん
に
ゃ
く
を
忙
し
く
植
え
る
山
畑
に
今
亡
き
妻
も
夢

に
い
で
来
て 

 

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
山
　
田
　
清
　
子 

  

沼
田
市
高
橋
場
町
　
　
田
　
島
　
智
　
恵 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

  

沼
田
市
東
原
新
町
　
　
箕
　
輪
　
愛
　
子 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
林
　
　
　
い
く
じ 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
　
　
勇 

  

み
な
か
み
町
相
俣
　
　
片
　
平
　
ト
モ
子 

  

沼
田
市
上
沼
須
町
　
　
大
　
竹
　
春
　
江 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
小
　
林
　
一
　
恵 

笑いは、体内の快感物質を分泌します。この「笑いのチカラ」で心身の健康をはかりましょう。 

　
花
咲
の
鍛
冶
屋
班
で
は
、
し
ば

ら
く
の
間
『
利
根
の
保
健
』
が
配

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
新
聞
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
人

も
い
た
し
、
そ
れ
な
ら
ば
」
と
星

野
さ
ん
が
総
代
を
引
き
受
け
て
四

年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
年
度
末
に
は
班
長
さ
ん
と
協
力

し
て
、
熱
心
に
増
資
訪
問
を
し
ま

し
た
。
「み
ん
な
が
快
く
協
力
し

て
く
れ
た
。
多
く
の
人
に
自
分
た

ち
の
病
院
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
い
い
で
す
ね
」 

　
十
数
年
、
食
生
活
改
善
推
進
委

員
と
し
て
活
動
を
し
て
き
て
、
普

段
か
ら
塩
分
に
も
気
を
つ
け
て
い

る
星
野
さ
ん
。
「
定
例
の
大
腸
が

ん
チ
ェ
ッ
ク
班
会
の
他
に
も
、
今

後
は
い
ろ
い
ろ
な
内
容
を
取
り
入

れ
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

「
自
分
た
ち
の
病
院
と
い
う
意
識
を
」 

片
品
村
花
咲
　
星
野
邦
子 

さ
ん 

せ
せ
せ
せ 

 

ら
ぎ
ら
ぎ 

せ
せ 

 

ら
ぎ 

少
女
の
日
の
名
で
呼
ば
れ
け
り
花
の
昼 

 

校
庭
に
チ
ャ
イ
ム
響
け
り
朝
ざ
く
ら 

 

嬉
々
と
し
て
摘
み
し
土
筆
や
手
に
余
り 

 

Ｓ
Ｌ
が
走
る
ふ
る
さ
と
土
筆
摘
む 

 

え
ご
の
花
散
り
ゆ
く
庭
に
花
む
し
ろ 

 

田
水
張
る
風
運
び
く
る
初
つ
ば
め 

 

藤
棚
に
身
を
ゆ
だ
ね
け
り
に
わ
か
雨 

 

ま
ま
ご
と
の
御
飯
も
菓
子
も
み
な
土
筆 

 

鯉
の
ぼ
り
隣
り
の
上
棟
喜
び
て 

 

合
格
の
孫
の
元
気
を
も
ら
う
病
妻 

 

花
の
風
タ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
力
か
す 

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
林
　
　
　
美
佐
子 

 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

 

昭
和
村
貝
野
瀬
　
　
　
梅
　
沢
　
ま
つ
女 

 

沼
田
市
榛
名
町
　
　
　
花
　
茂
　
蚕
　
声 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
一
　
美 

 

沼
田
市
硯
田
町
　
　
　
阿
　
部
　
ま
　
つ 

 

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
田
　
村
　
北
　
泉 

 

昭
和
村
橡
久
保
　
　
　
藤
　
井
　
三
代
子 

 

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

 

沼
田
市
上
久
屋
町
　
　
坂
　
田
　
や
す
お 

 

沼
田
市
今
井
町
　
　
　
今
　
井
　
ぬ
　
い 

医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 医療相談室医療相談室 　
日
ご
ろ
か
ら
ご
家
庭
で
血
圧
を
測
定
し
て
い
る
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
健
康
班
会
な

ど
の
場
で
寄
せ
ら
れ
る
、
血
圧
に
つ
い
て
の
疑
問
に
お

答
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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高
血
圧
Ｑ
＆
Ａ 

―
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
― 

利根中央病院 
循環器科医長 

川上　　武 

味噌バター焼きおにぎり 

□ 作り方 
①牛ロース肉は手でほぐし、塩・こしょうで下味を
つける。 
②フライパンにサラダ油を熱し、①を炒める。 
③デミグラスソース・八丁味噌を加え、さらに炒める。 
④ごはんに③を詰めて、おにぎりを作る。 
⑤信州味噌を④のおにぎりの両面にぬる。 
⑥フライパンにバターを熱し、⑤を焦げ目がつく
まで焼く。 

ごはん…茶碗８杯分 
牛ロース肉(薄切り)…100グラム 
デミグラスソース…大さじ１ 
八丁味噌…小さじ１　信州味噌…大さじ２ 
塩…少々　　　　　　サラダ油…小さじ１ 
バター…大さじ１ 

□ 材料（8～10個分） 

今月の 
料理 

（栄養課　大久保光圀） 

つ  

ま 

　育ち盛りの子供も大好き！ハイキン 
グのおともに。ビールにも合うおにぎりです。 

Ａ
血
管
と
い
う
パ
イ
プ
の
中
に

血
液
と
い
う
液
体
が
満
た
さ
れ
て

い
て
、
駆
出
す
る
モ
ー
タ
ー
が
心

臓
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
心
臓
が

収
縮
し
た
と
き
に
、
血
管
の
壁
に

か
か
る
圧
が
収
縮
期
血
圧
（
上
の

血
圧
）、
収
縮
を
終
え
た
心
臓
が

膨
ら
ん
で
い
る
と
き
の
血
管
の
壁

に
か
か
る
圧
が
拡
張
期
血
圧
（
下

の
血
圧
）
で
す
。 

Ａ
体
質
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
実
践
で
き
る
こ
と
と
し
て

は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
①
塩

分
を
極
力
減
ら
す
、
②
適
度
な
運

動
（散
歩
や
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
が
良
い
で
し

ょ
う
）を
心
が
け
る
、
③
太
ら
な

い
、
④
お
酒
は
少
な
め
に
な
ど
と

い
う
こ
と
で
す
。 Ａ

最
初
に
述
べ
ま

し
た
よ
う
に
血
圧
を

下
げ
る
こ
と
自
体
が

目
標
な
の
で
は
な

く
、
心
臓
病
や
脳
卒

中
を
は
じ
め
と
す
る

重
大
な
病
気
に
、
な

る
べ
く
な
り
に
く
く

す
る
と
い
う
こ
と
が

血
圧
を
下
げ
て
お
く

こ
と
の
目
標
で
す
。

先
に
書
い
た
よ
う
に

塩
分
・
お
酒
を
減
ら

し
た
り
、
食
事
・
運

動
に
気
を
つ
け
て
体
重
が
適
正
に

な
っ
た
結
果
、
血
圧
が
正
常
化
し

て
薬
を
止
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
ま
す
。 

　
し
か
し
、
そ
う
う
ま
く
い
か
な

い
場
合
も
多
く
、
そ
の
場
合
に
は

重
大
な
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
、

薬
を
う
ま
く
利
用
し
て
ゆ
く
と
考

え
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

Ａ
病
院
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

特
に
診
察
室
に
入
る
と
緊
張
し
て

血
圧
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
方
が

け
っ
こ
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

病
院
に
来
て
白
衣
を
着
た
人
の
前

で
の
み
血
圧
が
高
く
な
る
の
で

「
白
衣
高
血
圧
」
な
ど
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

Ａ
立
ち
く
ら
み
や
め
ま
い
が
ひ

ど
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
以
外

は
心
配
な
い
で
し
ょ
う
。 

Ａ
高
血
圧
が
あ
る
と
心
臓
病
、

脳
卒
中
、
腎
障
害
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
病
気
に
な
り
や
す
い
わ
け
で
す

が
、
最
近
の
考
え
方
で
は
、
一
人

の
人
に
高
血
圧
が
単
独
で
存
在
す

る
よ
り
も
、
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
、
肥
満
な
ど
い
く
つ
か
の
状
態

（
危
険
因
子
と
言
い
ま
す
）
を
合

併
し
て
い
る
場
合
も
多
く
、
「メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

人
々
が
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
、
脳

卒
中
な
ど
動
脈
硬
化
を
基
本
に
お

い
た
重
大
な
病
気
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ
高
血
圧
の
基
準
・
治
療
に
つ

い
て
は
表
や
図
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
表
や
図
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た

危
険
因
子
の
有
無
や
数
に
応
じ

て
、
血
圧
の
管
理
目
標
を
決
め
て

い
ま
す
。 

Ａ
最
初
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
は
、
血
圧
は
時
々
刻
々
と

変
動
し
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、
同
じ
時
間

に
何
回
か
測
定
し
て
も
、
す
べ
て

異
な
る
値
で
あ
っ
て
当
然
な
の
で

す
。 

　
そ
の
上
で
①
朝
・
昼
・
夕
・
夜

な
ど
自
分
の
血
圧
の
変
動
パ
タ
ー

ン
を
調
べ
て
知
っ
て
お
く
②
右
腕

と
左
腕
で
血
圧
に
多
少
の
差
が
あ

る
こ
と
が
あ
る
の
で
高
い
方
で
測

る
よ
う
に
す
る
（左
右
差
が
い
つ

も
10 
mm 
Hg
を
超
え
る
場
合
に
は
、

低
い
ほ
う
に
動
脈
硬
化
に
よ
る
血

管
狭
窄
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
）
③
呼
吸
を
整

え
、
落
ち
着
い
て
か
ら
測
定
す
る

な
ど
で
す
。 

そ
も
そ
も 

　 

血
圧
と
は
？ 

高
血
圧
の 

　
　 

基
準
は
？ 

家
で
血
圧
を 

  

測
る
と
き
の 

　 

注
意
点
は
？ 

病
院
で
測
っ
て 

も
ら
う
と
高
い
こ
と 

が
多
い
の
で
す
が
？ 

上
の
血
圧
が
90 
mm 
Hg  

ぐ
ら
い
し
か
な
い
人 

は
大
丈
夫
？ 

高
血
圧
に
な
ら 

な
い
よ
う
予
防 

す
る
に
は
？ 

血
圧
の
薬
は 

ず
っ
と
飲
み
続
け
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？ 

血
圧
が
高
い
と 

 

な
ぜ
悪
い
の
？ 

（表）高血圧患者リスクの層別化 

（図）初診時の高血圧管理計画 

血圧測定、病歴、身体所見、検査所見 

 

二次性高血圧を除外 

 

危険因子、臓器障害、心血管病、合併症を評価 

 

生活習慣の修正を指導 

血　圧 
130～139/80～89mmHg

低リスク群 中等リスク群 高リスク群 

３ヶ月後に 
140/90mmHg以上なら 

降圧薬治療 

１ヶ月後に 
140/90 mmHg以上なら 

降圧薬治療 

ただちに 
降圧薬治療 

糖尿病・慢性腎疾患 
があれば適応となる 
降圧薬治療 

軽症高血圧 
140～159/90～99 

ｍｍHｇ 

中等症高血圧 
160～179/100～109 

ｍｍHｇ 

重症高血圧 
≧180/≧110 
ｍｍHｇ 

血圧以外 
のリスク要因 

血圧分類 

危険因子なし 

糖尿病以外の1～2個の 
危険因子あり 

糖尿病、臓器障害、心 
血管病、3個以上の危険 
因子のいずれかがある 

低リスク 
 

中等リスク 
 
 

高リスク 

中等リスク 
 

中等リスク 
 
 

高リスク 

高リスク 
 

高リスク 
 
 

高リスク 


